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＜新収資料紹介＞　真野暁亭画日記 ： 明治 28 年 1 月～ 4 月
井上　さやか （特別資料室）
　真野暁亭（1874-1934）は、河鍋暁斎（1831-1889）
晩年の弟子である。父 暁柳（八十吉）が暁斎門人であっ
たことから 11歳で入門し、飯島虚心著『河鍋暁斎翁伝』
に「非凡の才にして、早く一家をなせり」と評されたが、
今日でも人気の衰えぬ暁斎に比べ、残念ながらその作
家研究が進んでいるとは言い難い。このたび早稲田大
学図書館において、暁亭の画日記のうち 1冊を所蔵す
る好機に恵まれたため、雑駁ではあるが、資料紹介を
行いたい。
≪新収資料の概要≫
表紙： 廿八一四日［月］　画日記十三号　眞野暁亭主　
暁亭画
装丁等：24.8× 17.2cm、54丁（欠丁多数）
　　　　大和綴・絹布表紙・包背装、一部淡彩
内容： 明治 28年（1895）1月 1日～ 3月 31日分の絵
日記　4月分の月日記載はあるが下絵・写生など
（請求記号：チ 4 6354 1）
　1日分の出来事を、ページいっぱいに散らし描きす
る本日記の体裁は、存命中より世に知られた師・暁亭
の絵日記（当館でも一部を所蔵）に倣ったものであろう。
　本日記からは、明治 33年（1900）美術展覧会出陳
以前の、あまり知られることがなかった若き暁亭の画
業や周辺人物関係をうかがい知ることができる。
　画業の面では、後年褒章も受け、暁斎も得意とした
能狂言画をこの頃より数多く描いていたこと、常盤座、
春木座、三崎座、明治座、歌舞伎座…と明治期に興隆
した様々な劇場に出向き、背景幕など舞台美術を幅広
く手掛け生計を立てていたことなどがあげられる。日
記中、その名が頻出する仕事仲間（あるいは仕事の取
りまとめ役）「小貫」は、歌舞伎背景画家として知られ
る 3代目小貫春陽（清太郎、1853-1918）と推察され得、
明治中期における舞台美術製作史の一端を示す好資料
ともいえよう。
　他にも、「深川」「とヨさん」こと河鍋暁翠（暁斎の娘、
1868-1935）、「新川ノみせ　寫眞や」「元六かん」とあ
る暁亭のパトロン鹿嶋清兵衛（1866-1924、新川の酒
問屋「鹿嶋屋」8代目）の写真館 玄鹿館など、若き絵
師が描く身近な人物や事柄は賑やかである。各々につ
いて、より詳細な調査を要する。
　本日記がひろく公開されることにより、一作家研究
のみならず、今後関連する幅広い研究分野で活用され
ることを期待したい。短いながらも擱筆することとす
る。
（2016.5退職　※冒頭の所属は執筆依頼時のもの）
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【図 1】（18丁ウ・19丁オ）1月 29日 -30日
左頁（1月 30日）中、左下「十一時まで日記夜なべ」と、脇に日
記帳を積み上げた布団の中の暁亭自身が描かれる。
【図 2】（50丁ウ）自画像。「明治十七年三月河鍋暁斎ニツク　同
廿二年四月先生ニシニワカレ　同年八月芝□へはいる　同廿七年
一月久保田先生ニツク　火ノエ午生 真野八十吉長男　真野八十五
郎／今廿二年の　星一白　真野暁亭ノ面　明治七年戌一月十三日
生」とある。久保田とは、暁斎没後に暁亭が入門したとされる久
保田米僊（1852-1906）か。
